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ーク語の長・短母音デンマ

^母音音長は後続子音の数から予測できるか^

闇瀬英夫

スウェーデン語やノルウェーi野では,(強"のある)ル、汗の「下?1.1

"ゴは後.続子音のそれと逆比例する,即ち,相補分布をなすと言われる。

つまり,(音前1的1こ)凡名'力ξ"長い"とき子高は"短く",'川.智ヅづ"短い"とき

子?1は"長い"。この場合,"長い"厩仟とは,解釈のイ上ブjによって,"短"

厩音に対する"長" aong)母高,あるいは"単(ー)"婦丹町に対する同一

短母下〒の速続からなる"飛"(g由ninato)川竒のどちらかのことであり,

"長"い子高とは同一1■子、庁の述続である"i北"(または"長")子音,及

び,異る 2佃(以上)の子冉の述続の両者を介むものである(d'§1.2.)。

このような厩庁・子音關の告量扣関は上述か言語ではかなり・一般竹四山留

いもので,少くとも単形た切杉,相当数の属折形,派生形にあてはまると言

力れる q刈えば, of.(参ぢ文献)[12],[16],江7],[24])。このような

相補分布が1忍められるとき,(強勢のある)丹庁の音耻は後紗ff斉の苦量

というより「数」から予測できるであろう。即ち,後続子音がゼロまたは

1佃なら先行の母下宍含"長く",子庁が 2佃(以_めなら川が邪才"短い"と

いう予測ができょう。それが可能であれぱ,川汗の省U:(=宵長)を初め

には(即ち,/1{成音栽論でいうレクシコンにおける1進底爽尓では)決めて

おく必要はなく,その後の下テ鹸プロセスのどこかで(リ引祭にはなるべく早

く,恐らく謡い的余剰規則によって)赴行_示:を指定すれぱ良いであろう。

K基底)厭下テの師類(=質,庁色)は1,1の場介とは途って,噛冴1」の場A

(例えぱ,ある子?'〒(述嗣D の前には「イ禹々」ある1リ.汗しか呪れないと言

つ九場合)を除いて,一般的には後続子打の耻からは予測できないであろ

う。同様に,剣・・片の1ル1:から後続子音の仟量というより数は予測できて
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も,その子音がどのような質のものか,また子斉が2佃以上の場合,それ

が同一子音の述続なのか,異.る子音の述続なのかは一般的には予測できな

いであろう。従って,寺超部円で興味があるのは後続子青の数から先行珂

音の音量を予測できるか否かということであろう。]

さて,上述の母音五井丘定規則は上記2言i'では有効のようであるが, フー

ンマーク語(以下,デ詔t略す)ではどうであろう力、デ語でも,例え

ば,,"S (1. P. A.表i己,以、ド1司)[BO・?S]<11司酔>,,'加[H山]<新人>と

か 1詔Sι[1'謡0]<焼む(inf.)>,1影SSι[1郎ヨ]<荷を私む(inf.)>におけ

るように,1'の恵味を区刎するナこめに,発音の上で長・知1辻仟状音は区別

されなくてはならない。この長・短母仟の窕下W形を得る(='派生'させる)

ために,最終的発音形(=実税形)に系るまでのどこかで長・短母仟を区

別しなくては,あるいは区別しておかなくてはならないわけである。もし

デ語でもスウェーデン語やノルウェー語におけるようにほぽ自動的に音長

を指定できるなら,レクシコンにおけるJ'底表示では厭"'量は指定せず,

その後のπ鹸プロセスのどこかで指定すれば良いわけである。これはデ語

の場合可能であろう力、以下,デ語の場介のみを検討するが,その前に,

デ語の厩膏,子音の「長・短」について少し述べることにする。

1.2.デ語において「長・短」母、片は実現形に〒るまでのどこかで音韻

的に区刎されていなくてはならないはずである。①この「長・妓U の相熨

を"乗・町_1"'のそれとするか"長・短"のそれとするかではどちらが Gイ

苛M矧川で)適切であろう力、まず,「長」凡音とは2佃の同一の'吹謬'丹

斉が同一武'節中で扣前後してN:ぶ"千:"ほ打で,単一の"短"母汗からな

る"単"・川元*こ対するもの q列えぱ/iVゾV)であると苫えてみる。この

ようにすると,後述の子告の場合とパラレルに"飛、竒(化)"を凡斉にも認

め得ることになり,更に,後述の寺識的.tφd 生起条件(d.§2.1.)とか
.. .

形態音韻的長・短〒〒索化(0{.細.3.4.)などを汚態すると,"玉.町r' 1U
..

音と老えるのが優利となろう。また,"重・単"母町の区別が斉胤的な区

別だとすると,「仟長」を区別するヌミ性(例えぱ[10ng]とか[t.那0]み



カカを,少くとも厩音に関しては,音讃プロセスの途中で/iV→[i.]に

変えようとする時点までは認めなくても済むが,果してそれが迦当か否

かはわからない。(ついでながら,デ語では凡音にも子音にも下〒声的には

[te那e]という業性は速しない Rf.拙論[25],[27])。しかし,もし"重"

呼音を認めるなら,子仟音索の設定の什プjにも関述することだが,以下の

ことが明示されなくてはならない。 2 つの'炊翻'(または"単")川ブ?から

成る"埀"'1育は全休で"f"市的"となる。そして,その1,1コの第 11辻音が

仟節的(=主下D,第2 凡下〒が非音節的(=1冽音つとなる。更に,"玉"河

汗は q可らかの理由で短夫化が起らない限り),例えば/iV→[i司,/W/

→[Uヨのように,二飛厭務Υヒされることのない長赴?1や吠音で尖呪される

ように導かれなくてはならない。換言すれば,次のような尖現形を導かな

いようにしなくてはならない./iV →[i好(=[U]),[ii](=[ji]),/U"/

→[Uリ](=[OW]),[リU](=[WU]),[W],[VU]といった「上り・、ドリ

二爪1辻音」とか「丹音十子音」とか「子音十1,1音'」と言った尖現形を派生

させないようにしなくてはならない。①([WU]は(そして[ij]も?)デ

託には起らないので,一般余乗以見則でその旨を明記すれば良いであろう。)

その点では,「長・短」母音が,伊」fd士/;:/対/V のように,"長・短"と

いう"音長"によって区別されるとした場合,上述の第 1,第2 丹音の、

節姓云々は問題とならない。まナこ,音業配列論のノ瓢で,例えぱ/av/([記

W](更に[記叫]→[印U]になることもある))と/OV/([叫])の/V/は

どちらの場合にも「厩音祀薪髪」に呪れる子音と言うことができる。一方,

川・音が"玉._単"による区別だとすると,伊,d・ま/鳳V/の「引汗T節的」で

ある第 21辻音/0/は/OV/とか/鈴/における「非音節的」である/V/と

か/y と音節中で同じ位羅に来ることになってしまい,その結果,いくつ

かの音韻規則の適用を不可能にしたり,規則の記述を不必要に複雑にし九

りすることになろう。
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以上のようなわけで,"爪・単"と"長・短"

るか決めがたいが,以、F,オ薪介では"長・短",

とではどちらが優れてい

即ち,"下テ長"によって
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「長.短」母音は区別されるとして,論を進める。その理1_訂は,"長・短"

川.音の冬々が全体として「音節、的」であること,そして突際のデ語(発音)

習得という実用的見地も秀点して音索表記と音声表記をできるだけ一致さ

せることにある(それ故,/V のようではなく/iゾのような表記を用い

る)。しかし,"音長"による区別を行・う以前に,例えぱ/iV →/i./とい

つた"重"丹音を"長"丹音に変えるプロセスがあることを必ずしも否定

するわけではない。

ーカ,子音は同一子斉が述続する場合は,例えば/鉛/のような"或"子

音と考え,ハゾのような"長"子音とは考えないことにする。その理巾は

§1.1.からも理解されようし,以下の議論でも示すが,少くとも母音音長

(及び'stφd')予測可能性に関しては「音長」(「音量D より「数」の方が

重要と野えるからである。尚,以、ドで"複"子音と11乎ぶものは,]個の子

即ち,"単"子音に対するもので,同一の子音の述続及び異る子音の
ニ、1二

1_1,

述続の両者のこととする。同一子音の述続は最低及び最高2個の述続,異

る子音の述続は於低2佃の述続とする。[デ語では音索的に重子音を設定

したとしても,その突現形としての埀子音(例えば[SS]または[.司)は

悦代i加こは存在しない。それ故,3佃(以上)の同一子音からなる(3)埀

子音を設定しても下仟損規則に鬨して愆味をもたない。凶みに,スウェーデ

ン語tかノルウェー'冶では基底乘子音は表凧でも(=兆、汗形としても)埀

子音で火現される。]

2.1.後絖子音の数から先行川音の片量を予測する規則は,鄭.1.で述

べたように,スウェーデン語やノルウェーi'では有効のようであるが,デ

語の場合には事はそう鮪単にはいかない。デ語には上記2言語にはない

、wd"という特殊な下令獣現象があり,恐音音長,特にm音節形小のそれ
.. ..

の予測可能牲はこの、tφd"と関述させて考えなくてはならない。そこで

まず,この"stφd"について述べることにする。

、tφd"は喉頭せばめ音[?]で突現されるもので,音節を単位として・汗

斯川・1の川汗Xプ゛子下〒に起る。それ故,.tφd (以、ド, Sと略す)は通'常の'分



節'音業というよりは,強勢などと同様に韻律的川位の一郁とぢぇられて

いる。 Sは起るとすれば次のような音の上または後に尖現される@:仕)長

以音状音;(2)短赴音状音直後の音節ポイ」'声子音状音([m, n, D,1,Ⅱ,6,γ,

り,i])。従って,次のような音にはS は越らない.音節頭子斉(状酬);加

川オ了状音';及び音節末無新醤子音状音(=[P, t, k, b, d, g, f,■, j,リD。ω

上述のⅡ),②の音は'音)"的 SI"をもつ音で,必ず'、斉肌的 S基'をもつ

告系から派生する。'音瀕的Sリ"をもつ音業とは"長"川.音及び(匁'川壱

心後の音節牙0 "有声"子?'f (=/m, n,1,し b, d, g, V, y)である。 1?j上

的Sナ選をもっ音は'音声的S (生起)条件'は1町すが,'f!刊損的 S条件'は

必ずしも満さない。"長"川ゴ利よ必ずこの後岩の条件をi11iすが,野該'有jli

子音の方は,形態索境界をはさまずに1仙(以上)の子音σljelm乱OV

([18])の言う'潜在'子片も含む)に後続されナことき初めてこの条件を

満す。①例を示そう。

(、、わゆる"保勺.的"標難語(後述)の場合,"¥j肖"故に〒fι蹴的 SI'を
. ..

もっ/d/,/g/は音節頭では名々[d],[g]であるが,〒〒節ポでは名々[る],

[γ]で突現される場合と,この[る,γ]が或る名'Ⅷ1規則に従って央に[6]→

[d]→ゼロ,[γ]→[g]のように変化して火呪される場△がある。従っ

て,下テ節狐[d,創は別として,「テ節ネ[6,γ]は"イj戸"なので壱ラ」寸内
.. .

SI,ξをもつが,[d,創(=[6,γ]が[d,創に変化した時',反のもの)はそ

れをもたない。(/t, k/は"無声"なので,その火現形[t, k](削捌珂D

及び[d, g](音節太)をみるまでもなく,音胤的SI'をもナこない。従っ

て,これらの音索から下テ戸的S/'をもっ告功ガ爪生することはない。)次に,

</は"行声"なので音削狐(jS基をもっ。この/Vは打節ボでは通'常"イ」")弁"

の[H]で,この場合には音ア珀勺S基をもっが,短川.音と"無声"子音/P,

t,1、 f, y のいずれかの闇に弓ιれるときは"無声"の[り]となり,1・打上

的SJ'をもたない(あるいは,失う)ことになる。従って,[W が牙ιれる

とき,ツV十子高"は子音のS突説規則に関して例外となる。 q也の有ル

子畜は閉さ音以外,同上条件で無声化されて突現することはない。)
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以上のようなわけで,後述する他の条件は刎としても,ある音の上また

は後に S が実現されるためには,まず第一にある音素が音韻的S基をも

ち,音酬的S条件を満さなくてはならず,そしてその後の時点で音声的に

有声か否かのチェックを受け d丑音は常に有声),有声ということが磁藷忍

されて切めて音声的S基をもつことになり,やっとその音にSが実現され

得ることになる。このようにして, Sに関する上述の(仮)説が正しいな
. .

ら,「母音音長はSをそう入する以前に指定されていなくてはならない」

はずである。

(尚, B郎、φⅡ(及び他の人々)は明示してぃないが,長母音音業が音隈

プロセスの比皎的遅い時点で短音化され,短母音状音で突現されるとき,

それは音声的S基を失う(d.§2.3.2.)。この張突は郁々の時点で起る1寸

下テの長・短音化 4児即D に関して埀要なことと,思うが,これにっいては別

の機会に詳しく述べるつもりである。ところで,§1.2.で述べたように,

"長"赴音ではなく"玉"厩音を認め,その第1母音が音節的,第2母音

が井音節とするなら,「音波的SI'をもつ音索とは音節的川下〒直後の"非

竒斯珀り"で"有声"の音索である」と言えようが,前述のように, S規則

以外の音波規則に関し,子音と(第2)1辻音が同じ機能をもっとするのは

迪当とは言えないであろう。)

S生起に膜1して,この他にも稲々の条件がある。 Sは打節を単位として

起ると述べたが,爺小1^の冬町節に起るというわけではない。 Sは音鹸的

.音"的弱音節には起らない。従って, Sは強勢の有無を前捉とし,通'帛

1語につき 1回しか起らない。そして,Sは特に単音節形にgιれるもので,

(強強勢をもつ)単告節形では打韻的及び仟戸的 S条件を満せば(特別の

例外を除き)必ずSは起るが,2音節形(以上)の形ではたとえ同上条件

を満しても,属折,派4コ合成等々の何らかの形態的条件が伴わない限り

Sは起らない(というより,同上S条件を1苗し,何らかの形態的条村'を伴

えばSは起る,と言っ九方がj血切かもしれない力り。 S は単1"菊形の4村設

であると言っても,弱強勢音節には起らないのであるから,語い的強強"



をとり得る名詞,動詞,形容詞,副詞などのいわゆる'突質語'({"Ⅱ Wωd弐

Class W伽ds)である語類に主として起る。

ところで,文巾では,丁度強勢が統辞的要1川に支配されて弱化するよう

に, S も弱化,即ち,"脱落"することがある。本論でとり上げる Sは交

巾での弱イ獣児則を適用する以前のもの,つまり,語い的強勢に対応の1'い

的Sである。

Sをもたない力言もある(d.例えば Ringga討d [2田 P.2H.)。そして上

述の諸S壮D起条件を満さなければ, Sは起らないし,コミュニケーシ,ン

の九めに絶対必要というわけでもない。だからと言って, Sが爪要でない

とぢぇるのは火きな誤りである。 Sの存在は郁々多数の斉頴規則に鬨係す

る。それ故,たとえ於終的に表屡では尖呪されないことがあっても,ある

一定の正しい火現形を導くために大きなIW別を果している。(の

2.2.さて,木腫に灰り,後焼子片の数から光行N片0)古長を予測する

川能性を検iけするととにする。以下,例をできるだけ武詞の小.片節形に限

定し,それも少くともgι代i}バでは単形態と直感される(であろう)ものを

逃ぶことにする。 q也の品詞を例に用いるときはそのlil,加}名を示す。)これ

らの単形態小.打1市形は辞円'の兄川し語となる原形,即ち,厭折,派11{等の

プロセスを絲ていないもので, zi可の場合いわゆる'木ケ、Π形'と同じとぢ

えて良い。このような111'形態Ⅲ、片節形を述ぷ列山は,川折,派化等のプロ

セスを経る以前の形,つまりノ,顎ミ形そのものまたはノ,U氏形にもっとも近い

ものを述ぶためであり,同!1寺に,この形は§2.1.に示しナこS条件を1街せぱ

qnいがD Sをとるはずだからである。発片はいわし山る'保守的'標沖三口語

のものとする。⑦

ここでもう一度咽雉にしておくが,ノ'底での址・斉・高1乏は今のところ指定

されていない。そこで,彰薪北子・汗の数から川下仟f長を予測する,つまり,

なるべく゛い小に,恐らく'、治い灼余剰脱則'(のーつ)によって音長指定

9
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という作業を行おうというわけである。(尚,ル音に先行の子音は,例え

[mu・?S], 1'1ιS [UU・?S],たrNS [RHU・?S]とか ldぱ h那[h".?司, 7π1ιS

←b.)[10・?], S'i (vb.)[SO・?],,'d (adj.)[Ⅱ0・?], gd (vb.)[go・?],

'1d (vb.)[.10・?], g,,d @dj.)[gHO・?],'た,d 仏dj.)山guo・?]などにお

けるように,その数及び質の棚異は後絖赴音の音長指定には関係しないの

で,以下,これについては一卿述べない。)

例.(i).(1)た0 [1Φ.?],(2) h'".[1i・?m],(3),'α"[Ba・?n],

(4・)dα1 [d記・?U,(5) tα6 [t碕・?b],(6)"φd [nφ・?δ]

<苦悩>,(フ)地g [.記・?γ],(8)"影g [V●・?g],

四)π'[E"・?.];

(ii).(1のα机t [anipd],(11)挽φ"t [mφn?d], a2) sa"g

[sao?],(13) 6の.た[boo?g],(14) ha/S [hal?S], a5)

ι1τ,[EI?V],(16) sag"[.a7?n],(17) hα北[h部d],

(18) hた'[1ag司,(19)た,・aft 江仙a{d]

fl_1]題の址庁は「後続子下fがゼロまナこは]1矧のとき長く,同子音が 2 側(以

上)なら短い」という(余羽D 規則が有効であるようにするためには,例

(1)~(19)のような場合,以下のような U'底)打'索から枇成されている

とすれぱ良いであろう(NB.以下に示す音業は仮の分類に岳くものにすぎ

ない):

(i).(1)/1Φ/,(2)/1im/,(3)/捻n/,(4)/dav,(5)/仏b/,

(6)/nφ'V,(フ)/..g/,(8)<εk/,四)/N./;

(ii).(]の/amv, al)/m血V,(12)/.ong/,

(13)/bonk/,(14)/holy,(15)/.N/,(1句心篭n/,

(17)/hast/,(18)/1ak./,(19)/1Uafv

上述の川.打・音長指定規則に従って,(i)のタイプでは川.音は長いことになる



(1)/ko/→/ko./,ー..(句/ nφd/→/nψ:d/,(フ)/sag/→/.a .g/,(8)/VEk/

→/V9dv,(9)/Ny→/扣,y.次に,長母音は音韻的S/'をもち,音哉

的S条件を1砺すので(余剰規則によって) Sをそう入する:(1)/ko:/→

/ko.?/,....(句/nφ.d/→/nφ.?d/,0比.そして突gιj形(=発音形)の1辻音

も長いのでそこに Sが起っている。ーブj,(iりのタイプでは,ンk尾子音が

複数なので1辻音は短い.(1の/amV→/amv,'... a2)/卵ng/→/訟ng/,

(13)/bonk/→/bank/,ーー(15)/.1V/→/EIV/,....(17)/ha計/→/ha.t/,

Oto.次に, ao)~a6)では,0豆1辻壱π貞後の育節太)子下1は"有戸"なの

で音韻的S基をもち,そして別の子膏に後続されることによって1〒哉的S

条件を満すので, Sがそう入されることになる。ー・カ(17)~(19)の第 1子

、庁は"無)H"なので後絖(第 2)子、汗の有無に関係なく, S はそう入され

ない.(1の/amV →/am?t/,ーー a2)/瓢ng/→/.an?g/,(13)/bank/→

/ban?k/,ーー(16)/.agn/→/.ag?n/,....(17)/hast/→/ha.t/,0比.そし

て,(10)~(16)の(第 1)子竒は表層でもイj){iなので,そこに Sが越って

いる。[a2), a3)では,(a)';↓子τ仟凋庁"反同化,(b)侠1(茎)音またはゼロ

の前以外の環境で/a/→[a];更に(12)の場介,(b)以前か以後に[γ]を削

除する;(16)の/旦/は[g]ではなくイjjⅡの[γ]なのでそこに Sが起る。]

Ⅱ

次に,(五)とは異.り,

る場合をみ・てみょう

例

第2子打が火屑では1ι現されない'港Υ上'子〒'〒であ

(iii)(2の机α"d [man?],(2]) hdd [hEI?_1,(22)" 1υ

(pmn.)[.EI?'1 化P.(15) dT,「.1?" D,(23) hα1で

[hal?1 q希に[h"1?V])

例(2のー(23)の短1_り.片状音は煽/11ヤの突旦ι形とぢぇられる。[(20),(23)

の[0]はたa"t [1ねnpd],(14) hab [hal?ゞ1 と同じ質の川 長恐音凹0

/"ソは/V の前または後以外の」梁境では[純.](OP.(4) dα1 [d印・?1])で,

ナことえ匁i1寸・1テ状打化されても[縄]であって,[司とはならない。]これら
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の場合,ンk尾子音字(1括己業) d 及びυの部分を Hjelm.1ev ([18])によ

つて広く知られているように'潜在'子音,即ち,基底子音/d/及び/V/

として1忍めれば,複数子下テの前に税れる以πは短いという蜆則に適合する

ことになる。この/d/,/V/は(2の~(23)のような名詞形では表眉の発音

形としては現れないが,(2の,(2D から派生の形容詞(2σ)仇卿dig

[m加di],(21り hddig [h61di],(22)から派生の代名詞(22り北IW

[.'1Va],(23)から派生の動詞(23り h"1Wル[h.1V'・?UO]では"顕松'の

[d],[V]となる。(この他, hd/結合における淋冶yd/があるが,これ

については後述する。)さて, Hjeln玲10V が(2の~(23)のタイプの詔に沿

在子音を認める最大の論拠は,それが派生形において音声的に突現される

ということにあるのではなく,第 1子音に弓舗1るSを説明することにある

と,獣われる。即ち,"鹸的SI'をもつ/n/,/V は'i1ξ了上'子テ〒に後続され

ることによって音鹸的S条件を訓リιさせ,表屑でも有沸の[n],[U であ

るので,そこに Sが実現される。このようなわけで,(2の~(23)に'淵yf

子仟を設定することにすると,それらは次のようなプロセスを絲て突現形

に至ることになろう.(2の/m肌d/→ G1長擶定)/mand/→(Sそう入)

/mnn?d/._.→[man?],(22)/昨IV/→/.EIV/→/.EI?V/.ー.→[S81?]

上述の(2の~(23)のような場介,派生形では/d/,/V/が発打J杉として

尖溌されるわけであるが,次に,派"リ杉の有無には関係なく,表層には決

して引れない1矧斑子打'をもつと"思われる場合をみてみょう

例 (iv)(24) hα机[ham?]<蛇のぬけがら>,(OP.(1のα机t

[am?d]),

(25) 1φn [1鵡n?](OP.(11)机φ"t [Πψn?d]),

(26) hα1 [1〕al?](CP.(14) h"1S [hal?司,

(23) hα加[1ね1?]),

(27)"φd [n姉?]<木の尖>(OP.(6)加d [nφ・?δ]



(28)

(29)

(3の

<苦悩>),

仏)1"P,(b)1"6 [1ab]化P.(5)地ム[t記・?bD,

"影た(odv.)[V.g](OP.(8)"影g ["0・?g]),

πお[E山]<新人>(OP.(9)π'[UO・?司

<1淘酔>).

これら(iv)のタイプではいずれも"単一の"子音状音の前に短川.↑f状音が

現れている。[(iii)で説明し九ように,(iv)の例小の[a, a]はケ豆厩下〒/a/

の実呪形である。]そこで,氷足子音を基底では"玉"子音であるとする

と,先行母音の音長指定ぱかりでなく, S そう入もできるととになる。

即ち,川ゴテは複子音(="而"子音)の前では短い.(24)/hamm/→

/hamm/,....(27)/nφdd/→/nddd/(OP.(6)/nφd/....→[nψ・?6]),

(29)/Vεkk/→/VEkk/化P.(8)/V81V....→[V●・?g]),(3の hU豁/→

/,0../(OP.(9)/.U./ーー→[EU・?.])

次に,下?槌灼Sそう入となるが,(28)~(30)の子音は無戸なのでSI'をも

ナこない。これに対し,(24)~(27)の子打は有戸なのでそれをもち,その上,

別の子音(即ち,重子音中の第2子打)に後絖されるので,六り襖的S条件

を満足させ, Sをとる.(24)/hamm/→/ham?m/,,...(27)/n4dd/→

/n4d?d/,_..しかし,(29)<ERk/→/VEldv,(3の/血器/→/rn部/.その

後、,突牙ι形に至るまでのどこかで"埀"子下〒を"1リ、"子音に変える(d.

§1.2.の終り).つまり,(24)/han9m/(..'.)→ノhan,/....→[ham?]ま

ナこは/ham?m/_..→[ham?m](.ー.)→[ham?]とか(30)/血訟/(.ー.)

→/血./,_→[1夘.]まナこは/血部/ーー→[KU豁](ー..)→[1'U■]のように

する。そして(24)~(27)の子高は有声で突税されているのでそこにSが

jt旦っている。(8)

このようにして,(iv)のようなタイプの形に玉新長飛子高をi忍めると,先

行円,音の告長指定も S そう入も①~(途)の場合と同じ規則によってでき

ることになる。又,このような重子音を認めると次のようなことが説1明で

13
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きる。 B郎bφⅡによれぱ([2] 1.189H.,[8] 206f.; d. Hjelmslev [18]

23, R玲oh01[22] 129),「,1、子音の前では前舌円辱短母音音素は 1個しか

ない」という一般余剰規則が設けられる。即ち,他の環境では/y/(=前

舌円唇狄(=[十high])'母音)と/φ/(=[-h培h])の対立があるが,'1

子寺の前では舌の高さ(=[h喰可)が無指定のただ1佃の前舌円唇母音し

か現れない(仮にこれを/Y/で示す)。その'異音'分布は次のようになる

鼻子音十口燧子打・の前では[φ],野、子町(十鼻子音)の前では[偽].例

S)"d [静n?](/.Ynd/),(11)加φ"t [mφn?d](/mYnt/),(25)ιφ"[1鴨n?]

(/1Ynn/).(B部bφⅡは hφ加[h鵡n?S]のような場合には一度も言及して

いないが,これは/hYnny のような俳造をもつことになろう。)

さて,/V 十子古の場合をみてみよう

例●(V)(31)ムω・"[baⅡ?n],

(32)ムα,た[ba1培]

(3Dも(32)もIUゴ桝才複子音四町狗に悦れているので短いと言えよう。音如的

S基に関しては,/V はf"賢的SI'をもち,子1?に後続されるので音韻的

S条件を1碕足させる.(3D /bam/→/bn,?n/,(32)/bhk/→/b加?k/.

((32)の場合, Sをそう入しないとすることも考えられるが, RM3 の付

加的規則を竹効にするナこめにも,ここでSをそう入しておいた力が良い

(d.仙論[26])。(3Dの h/は表屡でも打声の[可で音肖的SJ'をもっの

で,そこに Sが越る。ー・方,(32)の h/は無声の[り]なので下f声的Sj'を

もたず,従って, Sは起らない。(32)のような無声子下テに後続される/V

は,(子打の) Sノ上"規則に対する唯一の体系的例外と言えよう。

2.3.§2.2.に示したタイプの音氏畔苛造をもつ語に関する限り, 1サ音片長

及び Stφd 生越は予抑1川能と言えるが,笑のところ,これらの丁ゴ則規則に

辿介しない打例が数郁ある。



2'3.1.末尾子音が複数であるにもかかわらず,単形態形で長赴仟がgιれ
. ..

ることがある:

これらの例に現れてぃる長川ゴ〒状ルが短川斉仟索の長川ゴ村犬n'化によって

尖現されナこものであるというX麹的理山は何もない。しかし,小.形態単片

節形で八V という複子Xの前に長村.庁が現れることは稀とは言える。(/y

と/V の開に形態索境界のあるm寺節形では長呼音が現れることは多々あ

る。叉,"・U杉態2下テ節形ではた泣ι[ki均da/ki.da];"不定詞"=" 1n蛉十

'〔0]"= 2形態とした場合には, h山ル, P那ル, f山ルなどでは/虻/の1狗に

長川'音が現れる。) B影甜 C吠>はラテン語→古仏'治→低独語を経てデilfに

入った語だそうだが,少くとも告綴的にはデ語に婦化していると菖える。

H0肱<せき q邸→>, P那t<プッと吹くこと>は元来暢が〒語のようであ

るが,擬仟語及び制投詞はどういうわけかSをとらないということを噛1段

とするので,その点では上例は慌音J吾らしくない(d. Hm器on 凡司 30;

(1拐投諦上 d(h)[0.],"d [00.],"影(h)[no.](OP.ι←b.)[0・?],血(北.)

[no・?],"影(.b.)[n.・?]),6""g <バタン>[bao]@P. B""g (人名)

[b叩?]))。それにしても,大多数の単形態小.打節形では/.V の前の川力

は短い(h'st [h9Sd],1αSt [1卵d],ψSt [φSd], etc.)。それ故,(33)~(35)

のタイプを'Υ列外"として扱うことはX勺適当なことではなかろうが,次に

述べようと、獣う/V +子高の場介と同様に八V の/Vが[十dentaU 子打

であることはイ禹然ではないかもしれない。

例 (33) 6影't [b..kd],(34) hoゞt [ho・?.d],

(35),πSt [PU・?sd/pusd]

15

2.3.2.次に,<d,此,玲/の前の川f片であるが,この場合長川.下テのみま

たは長.短両母音が現れる。これは心V の場介とは異り,休系的である

と思われる。(/V十その他の子下テの前には短1辻音(・庁索)のみ現れる. d

B鵡bφⅡ[3] 73Π.)

伊上(36) j01'd [jo・?H],

(37) 6ωd [bo・?H],
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(38)

(3句 jord は末尼に/d/があると,思われる(OP.派生形容詞 jordiSた[j叱di

Sg]; CP.(2の仇α"d,(21) hιld)。(37) 6ω・d は(36)におけるような派生

形をもたないが,次のような皿111で/d/をもっと考えることはできる。

(36),(37)などの[0・?]は/0./から派生する。何故なら,/0/は h/の

前には引れない,というより,/0/と/0/は融介し[D]となるはずである

から。同様に, j影1・d [{E・?田(cpi辰生動i詞/影rdes[{詔do.];[司は[碕]

と[a]の川D,υ釦・d (odj.)[Vε・?"](OP.派生形容詞τ,zrdig [V'Ⅱdi])

でも h/の前に引れる[.・?]は長丹音/日ゾの実呪形であって,短母下〒/E/

の同叫U尭での[珂が長雄音状下テ化された結果(即ち,[永])ではない。①

このようにしてみていくと,突は,単音節形ポ足の hd/の前には長川.音

しか現れないことがわかる。従って,この環境での丹告は長厩音であるこ

と(及び hd/の/d/は淋在子下〒であること(d.§2.2.(HD のタイプ))は

ーチ没余乗以児則で説明できるが,この場合の長河三利、i/.V の前のそれと伺

村リよ"例外"であろう力、

次に, hv, hy を含む例(38)~(4Dをみてみよう。(38),(39)の(A)

形,即ち,長1辻告状片をもつ形はその質からみて短1辻音から派生したもの

とは,獣われない(OP.後続 h/の影辨を叉けた(40),(4D の/1下わ。(B)

形,即ち,短母π状仟が列れている力も長絲音から派生し九ものであるこ

とはその丹音の質からわかるが,もうーつ靈要な事尖がある。総2.1.及び

2.2.(V)で述べナこように,古1市メく h/は短'1下〒と/P, t, k,{, y のいずれ

かとの朋に弓ιれるとき無炉・iの[¥j で突別される。(40),(41)ではこの[り]

が現れており,これは先行の短母音状音'が短赴音から派生したものである

ことを示す。一方,(38),(39)の(B)形では有声の[司が現れている。

60π<縁,辺>(A)[bo・?Hd],または

(B)[bou?d],

6φバ(A)[bφ・?恥]または(B)ル伽?.],

60ル(od".)[bDHd],

6φおt [b鵡沸d] q希に[b伽犯d]).

(39)

(4の

(41)



この事実は,(B)形の短母音状壱功ゞ長母音の短幻三f状音化によって起っ九

ものであり,その結果,軟豆幻音状音にはSは起らないはずであるから(cf.

§2.1.)) Sが"有j打"の[H]に移行されたということに他ならない。0"

以上のようなわけで,(38)~(41)はいずれも複子音の前に現れるが,(38),

(39)には長赴音を,(4の,(41)には短母音を初めから,即ち,り'臓で認め

ざるを得ないと,思われる。換言すれぱ,幻介二が少くとも'ソヅ十南(業)

の剛さ音またはまさつ寺"から成る複子音に先行するとき,その郷斉の音

長は後続子育の数からは予測できないことになろう。

同様の理山で,以下の井U杉態単音節形も1森底長川.竒をもつと,獣われる

"01'd [no・?H](←/no.rd/), f影π[{E・?1'd](←/fe:H/),影ル[EH?d]

(Π徒一形)(←/E.此/), 101't [10・?Hd/10E?d](←/10.rt/), PO,・t [PO.?Hd/

P0丘?d],1U't f、UH?d/U・?Ed],た11rs [1くU.?HS/kuH?S], jαノ'S [{aⅡ?S/fa.?1ζS、1

2.3.3.さて,後続子告の数から先行丹音の仟長を、f測する可f廻吐を否定

する決定的要Wは次のことと"惑われる。仙訓リ'・片から派生の)短川.打状告

池:後に現れる子下〒状下?で,下行}i的Sノよをもつにもかかわらず, Sをとらな

いものがある。そのような"有)1i"子、f?状・斉四)J'底形として,先行/辻育の

竒長を勺芥則さすべく,§2.2.(iv)の場合のような"予:"子音を設定するこ

とはできない。なぜなら,そのようにすると,"打)}i"子音十子下宍ま片韻

的S条村'を湘jすことになり,尖現形の"右市"子庁状庁に Sが"ることに

なってしまうからである(しかし,前述のように,両子片朋に形態宗境界

があるときは片棚的S条件を満さない.叩. mb [ね1司(地1 の所イ所り

対 hab [hal?.]<のど>)。以、、ド, 1倫i義は後山1しにしてまず例のみ示すが,

闇題の有ホ子古'状汗にSが越るか否かは子打によってかなり述う。

17

(a)[m]に終る形では,尖質"1で S をとらないのは"1VI"[.m]<(アル

(11)ファベットの)ハ1>だけと、^Wつれる(OP.0抗[Em?、1 く蒸気>)
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(b)[n]に終る形では, S をとらないものは[m]の場合より多い.

ti"[t■n], W"[四n],ψ"[.鵡n], oto、;

OP.(25) m"[1鴨n?],(11)机伽t [mφn?d],

hφ加[h(玲n?S], S),nd [Sφn?],τ,ι'πd [ven?];

CP. Sι?1 (adj.)[se・?n],1影π[1E.?nl},1dπ[10・?n]

(の[0]に終る形はSをとる。これは[0]が/ng/から派生するからで

ある(d.,;11(5))。

(d)[1] に終る形ではSをとらないものがかなりある.(U)

ψil [.b01],でeι[V91], jφ1 [{φ1],抗φ1 [mφU,

φι[り1], h"1 [h01],た"1 [101],加1 [n01]([0]

は一部の個人では[0]), iα1[tau, ek.;

OP.6α1[bal?],(2句 h"1 [hal?], hα1机[1ね1?m],

fαル[{al?g], fald [fal?],(23) h"b [1喰1?],

S"h 山UI?d], h"/d [hul?], siid l、.il?];

OP. gal (adj.)[g記・?U, g"1 (adj.)[g"・?U

(0)[6、1 に終る形では,(a)の[m]の場合とは逆に, S をとらないの

が偕通である(d. Hon訟n [1司 37).

( S なしのみ).6ルd [bBe司, j)'ιd [fⅡeδ」,'ルd 山d.δ],ムαd [ba訂11,

h4d [h06],"地d [m0δ], g"d [gU6],10ど[1Pn], ok.;

( S つき, S なしの1西Nラ.稀): od [P6?/?6](OP.10d いP6]);

(S つき長11音,短別.畜十 S なし子音の両形).虻φd 山dφ・?6/.dφ6],

h"d [hu・?6/hUδ];

OP.( S つきのみ.稀)."φd [Π血?]<木の実>;

OP.(S つき長/り.音のみ).ムルd(adj.)[bHe・?n],"φd[nり・?n、1 <苦悩>.

(今[り]に終る形. Sをとらないものはそれほど多く

dl'ιυ[dl'紅リ], 10υ[1Pリ], 1'0で[丘PU],加ぞ[tpu],

はない:

hαυ[haリ],1αυ



[10U], m"[Haリ];"卯[nau/n0リ?];

CP. Sた0τ,[sgPリ?], 1'φυ[H鴨U?], S),υ[syリ?], hαυπ[haリ?n],

h影υπ[1〕EU?n], Sφυπ[smリ?n], S0でS [SPリ?S], tατ,1 [taリ?1];

CP. r影ぞ[Ⅱε.?V/E註U]; saT,[S紀・?V/sau?], SI'カ[si・?V/siリ?];

1α"(odj.)[1記.?V]

(g)[i]に終る形.tφj[tpi],机φj[mpi]を除き(そして弱強勢代名詞

jιg,抗ig, d.'g,'ig [jai, mai, dai, sa好を加えても),この他は S をもっ。

a力[H]に終る形は通常Sをとらない.(ゆ

ム影1'[b註菖],たα1'[kaH],つαr [PQH], S1πφ1'[sm鵡U], etc.;

OP.([H]十子音). ar机[aH?m],6ω'"[baK?n], jの1[jaⅡ?1],

α1'g [aH?γ], 1παru [maぢ?V], dj影rT,[dj且Ⅱ?V];

([り]十子〒〒)●机αrた[maHg],抗ωお[maⅡ(d)田,

[vaリd], Sた影rj[.gaリf], jω'た[{DⅡg11,たω'S ΠΦH.]

(長丹・1イをもつ例については§2.3.2.参照。)
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さて,上述の S をとらない子片は, g"1で,ψh (及びg"1d)と同様"例外"

とみなし,母π"長予測のため,例えぱ,ψ"[.呪n],t"1[ねU は/Sφnn/,

/ねIV のように1'底では_飛子音をもつがSはワU兄されないというようにす

れぱ良いであろう力、

前述の通り,1m]に終る語は殆んど全てSをとるので, Sをとる場合の

1'm]には/mm/をノ'底に認めるのは速野と,獣われる。このようにS生起

予測のために設定される玉子斉は先行址下W>竒Rf測にも没_辺つことは事

リιである。しかし,「劃に終る形は,[m 1 とは,逆に, Sが起るのは稀であ

る。この場合,加雄nを、]シ測させるために/dd/(→[6])を立て,加d

1、n血?]のように S が起るのが"例夕P だと盲うことになると,"例外"

(つまり,'有標化'されるべきもの)のタイプが多くなり過ぎ,ーつの音

υ影1'i
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都規則としての有効性が失われよう。例えぱ,

(42) hαυ[hau],

(43)"4υ[nau?]または[na明,

(44)即"[.0リ?]または[降・?V],

(45) 1αυ(adj.)[1記・?V],

(46) 10d [1P6],

(47) od [Pδ?]または[P6],

(48)加d [n血?]<木の実>,

(49)加d [nφ・?6]<苦悩>,

(5の Stφd [.dり・?6]または[.dφ6]

のような場合,ネ尾子音の数は先行丹音の音長指定には関りしないという

なら(of./.V, hd/, ht,埒/の場合),即ち,母斉音長は基底ですでに
. ... ..

指定されているとするなら,米足子音の数はS生起予測に有効に用いるこ
. .. .. ..

とができょう。つまり,上例における太足行莢子音状音の基底形として,

Sが起る場合にのみ"埀"子打tいう音井ミ結合を認める(0(.§2.2.(iv))。

一方,打殻的そして音声的Sノ鹸よもっていても音哉的S条件を満さない末
..

尾有声子下〒(状音)及び音韻的にも下がi的にもS基をもナこない米尾無声子

音(状音)には玉子竒を設定しない(d.後述2.3.4.)。(尚,単形態単者

節形では,単一のノP, V の前には恐らく短母音しか現れないと,思われる

が,/k,(, y の前には長母ヲ予も匁i赴壽'も現れる, cf.§ 2.2.(i),(iD。)

このようにぢぇるなら,例(42)~(50)のような形は次のような基底音怒表

示をもつであろう.(42)/hov/,(43)/navv/及び/nov/の両形,(44)

/savVノ及び/.a.V/,(45)/1a.V/,(46)/10d/,(47)/odd/及び/od/,

(48)/nφdd/,(49)/nφ.d/,(5の/.dφ:d/及び/.dφd/.同様に,"ι",

"U","Ⅳ"等は名々/EI/,/εm/,/Enノのようになろう。このように1'

底形を設定すれば, S予測は完全に可能となろう。

このようなわけで,後続子音の数から先行舟音の音長を予測すること

は, stφd がある限り不可能という靜系命に述する。



2.3.4.仮りに名詞の原形と単数'未知形'は同形であるということにす

ると,今まで例示してきた打1.音節名詞は単数未知形である。単数'既知形'

は未知形に前接的語尾一化)"@財生),ー@)t(中性)を付加することによっ

て形成される。この既知形が形成される時点は,いずれにせよ,ボ知形小

の厩音及ぴ子音の音長,及びSが指定された後のことであるが,その際,

「既知形S そう入規則」といったような規則によって,もし§2.1.に示し

た音誤的S条件を満すなら,既知形の強強勢竒節にSが起る。既知形形成

の際に適用される形態音鵬的規則及びそれに附随するSそう入焼則は次の

ようになる(d. B部b夕川[2]Π,15H.).

(A)短母音十(単一の)/d, g, V/に終る形,即ち,米知形では凹リ獣的

S条件を満足させない形は,既知形形成の際にル音または子音を「玉音

化」する(従って, S は1辻?〒か子育に起ることになる):

(子音玉音化).

t0υ一 t0υιt [tPリ]ー[tPリ?06](/tov/ー/tovv-ad/),

6"d-6"ddιt [bU6]ー[bun?ad]<命令>(/b"d/ー/budd-od/)

G剖己/ad/[36]は[6]の直後に悦れるときは[ad]となる,

d. And.巡.n [1] 346),

Sた,og- Sたrogιt [sg丘P7']ー[■gHP?'?0δ]

(/.gng/ー/.g,ogg-ad/);

(凡下テ重(または長)寺化).

10υ一10でe"[1PU、1-[10・?von](/bv/ー/10OVーan/ま九は

/10. Vーan/),

ム"dームNdιt [bU6]ー[bo・?6ad]<メッセンジ十一>,

1・1ιg-ragιπ[1ζU7']ー[HU・?γヨn](1'ug は[HU.?γ]もある力ゞ,その土昜

合は(C)のタイプとなる)
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(どのような場合に子音が,どのような場合に厩音が埀〒f化されるかを予

測することはまず無理であろう。従って,これについてはレクシコンで有

標化しておくよりほか仕方がなかろう。)
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(B)その他の,短厩音十井i一子音に終る形では子音を重音化する。従

つて,当該子杵が有広ならば,重音化されることによってS条件を満足さ

せることになり, Sをとる。当該子下fが無戸ならばSは勿論起らない:

(有声子下テ):

U-U'et [■m]ー[εm?a6](/Em/ー/Emmーad/),

ψ"ー'血m伽[.鵡n]ー[.鴨n?on],

tα1- t411ιt [tal]ー[tal?06],

6影r-・ム影rret [b五H]ー[b五Ⅱ?06];

(無声子音):

h"t-hαど肌[had]ー[1ねdon](/hav-/hatt-an/),

gr影S-gl、影Ssei [gH五S]ー[gⅡ註Sa6].

(C)米知形ですでに長赴音または複子音をもっ形では母音または子庁

の「長・高イヒ」は起らず,木知形のSはそのまま既知形でも保九れる

(長赴音をもつもの).

た0一た0'"[ko.?]ー[1如.?on],

Sつ1'og-- SPI'ogιt [sb丘0.?γ]ー[sbEO・?γヨ6];

(婦以音十複子音を介むもの).

α?πt一α井lie'[am?d]ー[am?d36],

加απd-1πaπdιπ[man?]ー[man?on],

1φ"-1φ加m [1mn?]ー[1(兇n?an](/1φnn/ー/1dnn-on/の/φ/は/Y/

か?).

討1(12)で述べた 3i'も単数既知形では S をとる: g"1でet [gコ1?ヨδ/go・],

S列Wi[Sφ1?ヨδ], g"1dd [gul?aδ].前 2 者は,川元丁も子f?も電音化されな

ので上述(C)のタイプ, g.しどは/guV なら(B)のタイプ,/guld/なら(C)

のタイフ゜とナよる。(このイ也,π記一π1ιιt [nu]ー[no・?ヨ6], Tli?1ι/Nι一ーでi71duet

["6ndu]ー[V6ndu・?0覗,ム.びjbi ーム.び元t伽[byf6]ー[byf6.?on],

6αル卯ームαル0"伽[b址k50]ー[balk50pan](=/baⅡΦ00- an/)などはい



ずれも母音または子音の重音化によって既知形にSが起るが,これらのサ

ブグループについては省略する。弱強勢の代名詞九g, h飢, h加[jai,

han, hun]等は,"元g[odja好のように七詞化され,従って一徐強勢を

もつことになってもSはとらないが,もしjeg'"のような既知形があれぱ,

(B)のタイプとなろう。)

上述のことから明らかなように,単数既知形を形成する際に,子"'の゛

乃'化ぱかりでなく,凡下1の飛(ま九は長)音化もあるわけであるので,

(A),(B)のタイプの米知形の末足子音を基底で玉子竒とするのは,

点からもX勺遡当と言えよう。

3.以上述べてきたようなわけで,デ;'の母壱'?千長は,それを"1E ・小"

の対立とするにせよ,"長・短"の刻立とするにせよ,1'成で指定してお

くべきであると考える。一方,子音は,例えば,§2.2.(Hi)(2の/m叩d/,

(iv)(26)/halV の末尾第2子音/d/,/V のように,たとえ衷屑の実現形

としては現れなくても,/nd/のような子下〒結合とか/1V のような吸子冉

をフ'底で認める必要があろう。なぜなら,このように母仟及び子下〒の「汗

長」を設定すると,少くとも苛U倒諜_単音節'形における下〒殺的及び1千jli的

計φd は(ごく少数の例外を除き)完令に予測できることになる。換言す

れぱ,末尾子音の数から先行母音の高長の丁ヲ則,及び,赴下〒ま九は子仟に

起る鈍φd の予測の両方を行・うことはできないということになる。

通時灼には(d. H肌託n [14],[15]),本来語に関する限り,末尾井i-・

子音は,先行母告の音長には関係なく,無声化されて突呪される餓向にあ

つた九め,それが'本来'有声であろうと無声であろうと.tφd をとらなか

つ九のであり,銚φd をとる太足子音は'本来'重(または長)子音か子門

述結小の第 1有声子寺であっ九,という風に H0那on ([15]27)は説明し

ている。それらの複子育は表眉でも検子音として発仟されていたのであろ

うが,表眉で第 2 子音を発音しなくなった結果,伊ザ"ま tα1[ねU,/地1

[hal?], Hald [hal?]などの小,前 2 者は正書法の上での区別を失い,

"正"'.11均"には S を予測するのが囚熱になっナこわけである。それ赦,上

23

この
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述の'木来'を本論の対象となった現,代語の場合には'基底で'と割訳すれ

ば, h41 及び Nald の基底形を/halV 及び/1〕ald/とすることは,本来語

に関する限り,当然ながら通時的*実と一致しょう。

木論では駄φd について多く述べたが,これがデ語計φd についての全

てではない。多形態↑1や斉節形,多形態多音節形の St血は単形兌鶚行子斯リ杉

におけるS規則を基礎とするが,後者の場合とは異る規則を多々設けなく

てはならない。単形態多音節形(本来語なら2音節形)は原則として.tφd

をとらないので,多音節形に起る Stφd は原則として多形態語に起るとい

うことになろう。従って,例えば§2.3.4.に示したように,多形態語の

Stφd は各品詞の属U杉または語蛉の下f索とか計φd 等が決定され九後の,城

折,派生,複合等の形態音舐的プロセスにおいて扱われるべきものである。

d如丁がD 単形態多音鰯詔の場A (例. h卯e(sb.)[h紀.VO],伽d'(sb.)

[Ena],たαSse (sb.)[ka■a],抗αSたし(.b.)[ma.ga],"ota [n0●da],"od'

[no.る司),次のような条件をつければ,後続子下f (NB、語末子打ではな

し→から先行母寺の音長を丁ゴ則することはⅢ音節の場Aよりずっと容易で

あろうと.獣われる。その条件とは次のようなものとなろう.(1)語い的強

強勢をもつ斉節 U京則として 1語につき 1個)に現れる場合を除き,1辻下テ

は全て加呼下〒である;(2)語い的強強勢をもつ音節に到れる以音は後続子

高が複数なら短い。(丹打削子下テは次のように冒価1分けされよう(cf.BasbφⅡ

[4],[5],[フ],[釘):①恐告開単一・子音は後続1辻音力yo/以外であれは

後続下テ節頭子音となる;(iり母'片朋子寺述結は語頭及び1Ⅱ米で可能な述tム

に分ける(しかし,これだけの"υ4では多義的な述結は起り得る);(iii)

厩音朋子下〒述結は後続の川.育力ゞ/ヨ/でない隈り,そして(H)に反しない隈

り,できるだけ多くが後判aイ1晒頭の子告となる。)

このようにみていくと,_1噺'f学的1"也は別として,音哉論(あるいは文

法の音談部門)において,後続子音の数から先行母音の片長を予測するこ

とをωf占するのは,まさに(単形態)_単音節形及びそこに起る Stφd とい



うことになろう。しかし,この単音節形というタイプの語力ゞ本来デ語とい

うよりはゲルマン語における一般的特徴であることは言うまでもない。

(フ.1976)

(1ン本前でいう音業(/火L入れて示す)は生成・斉誤論でいう基底セグメント(セグ

メントは井;性の集合ど占えよう力りから鹸終的実現形に至るまでのある11寺点まで^

狭裟の高"郭側内音井ミの111点辺りまで^の音怒規則に対して入力となるセグメントの

ことを言う。これに平行し,「音韻的」というのは,広義,狄善の「U杉態)音索的」

の意に川いる。これに対し,「音声的」というのは主として旺劇冬的実現形の」とい

う意味で用いるが, 11航こ生成?〒郎論で言う「'n0町一脚'000,".1ねⅡOW'のΠ寺点の」

の愆にも用いる。しかし,「寺謁規卸心とは音哉倫あるいは音韻告即恥こおける規則を

全て含むものとする。

(2山このような"玉"緑音はHjolm.1W q18D にみられる。彼の場介,彼の言う

t雛em郎(=槻1略,形態仟1ヲの数を減ゴ'ることを口標にするため,例えば/V/,/V

のような子庁をi忍めナ,各々/"ノ,/V とし,蔀節中での位詮によって/"/カミ[ゞ,り,U]

のいずれかIC,/V が[j,i,i]のいナれかになること力〒武則できるとおえる。しかし

B部bφⅡ([2] 178 ff.)力牙比判する通り, Hjolm.10"のいう/ii/,/OV,/OU/,/i"/

の匝々の実現形は音淑環境から由動的には決められない。

因みに,"長"河滴の尖現形は,例えば英肌とかスウェーデン,語におけるような二

玉11音化発音はない。二亟以寺発音形は"契i"織音または短川'旨状π化された長母片

十子・仟から派生すると琴えるのが適野と,獣われる(d、 Hjoh郡10乢18]; B部b(川[田

その他; R玲oh01 [22]; d.§ 2.3.3.({),(g))。
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(3).以下のSIC関tるJι明は H即託n (〔15]特IC27及び35-39), Hjolm.10" ql

8D, B部、φⅡ q2], L司,四])に1選く。 Han託n は'.tりd 基'ぐ駄φdb郎玲')という

単位を設定し,それをもつものともたないものに分けるが,・庁般的,下行"的S基の区

別は1り"女ではない。といラより, Han託n は(雁史的)鞭りと発音の関係,つまり

'正f〒学的'(0此hoepiの関係を倫じている。 Hjolm.10V 辻片jX形としては必,'しも

註
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実現されるとは限らない'本4f 子音を認めることによって仟叔的S生起の条件を明

確にしたが,各音,1の索性(f0祉山0釣については捻とんど何も述ぺていない(彼は

'実質"には鬨心をもたなし→。これらの先逹のSに関tる溌明を粘練したのが B部bφⅡ

で,彼は主として生成下テ級諭の兄地から,'S/",'S生越条件'をセグメント(=壱

永及び異下D の業性を打効に用いて説明している。このようなわけで,以下の説明は

主として B都bφⅡの,己述にノ'くが,本倫で永すセグメントの放とか索姓は必十しも

全てが B細bφH の示すものというわけではない。

(4)..tφdは門'錨N貞子斉には・・切現れない。[b, d, g_1 は赴仟1珂では無j距または>1ιイi声

で1熈会(([-aspiration]) 音, その他の位匙では無j切無気庁。[P,t, k]は無声有気

(〔十aspiT〕)音(d.拙倫 f25D。[6,フ,", i,好は無まさつ継続音(d. Ander託n

[1] 344 H.)。従って,'1〒j司内S基'をもつ音は[十V0100,+釣noMnt,-0.pi,.tion]

などの宗性をもつ。しかし,子音の尖現形の索性をどのように設定するかは米仰両夬の

問題で,本論に示すものは仮のものである。例えぱ,[V,j]と[U,i]をどのように

区別す、るか。がル訊土まさつ性の弱いまさつ庁,後者はまさつ性のない継続肯(hic・

tionless continuants)である。

ととろで,計φd は斉戸的に,h、戸の音にしか起らないが,その埋由は高ノ垪均には次

のように説明されよう。朋汗生理的に盲って,声帯が有声片を形成一とるのに披岻限必

要とされる程度に規則的に振動している11拠ι C汗總豹にデi'では[十即nω肌t]にな

つている時に),その規卸N羽辰動を不規則{こtることによって跳りdは形成されるので

音j垪均に打声の斉にしか起らない(of. smith [23], pot町記n [19])。向,長.ケ豆呼

仟状寓の音声的音長の加捉に関しては,短継仟状斉は長址斉状竒の50~60%の仟長を

もち, Sを伴う厭告状片は(Sの部分を除いて)長母冉状門の80~鉐夕づの汗長をも

ち,その質も同じであるとみなされる(d. F玲d祀ト]山gon北0 [13])。それ故,母

音に関しては,長母古・汗楽の災悦形であるR雌・庁状音にSが越るとぢぇるわけである。

(5).!H斉節形突質船の下〒節太{二現れる[0]{Cは必fSが起る(即"g [.aり?], b"g

[1向?],'"g 〔.0?],14"g [1a07],加g 〔00?/00?],0比.)。[0]力Vng/から派生する

と屶える根拠のもっとも強力なもののーつとして, B貼bφⅡ([3D はこの仟韻的S条

件を挙げる。即ち,/ng/の/n/は同条件をi苅t,/ngノ→(Sそう入)/n?g/→(調

音点同化)[D?ツ],そして1可11寺またはその後で[ツ]が脱落し[0?]となり,[0]はイi声

子・轡状t〒なので,そとにSが起る。しかし,フランス語よりの佶入語及び擬音語の単



高斯打杉末尼に現れる[0]にはSは起らない。それ故,

きかもしれないと B貼bφH は述べている(d.§2.3

(6).本来語の語いでは,(屈折,派生等の変化を経ていなし0 単形態形は1または

2音節形である。前名はSがあるとと,後岩はSがないととによって牛"改づけられる

と言1つれる(of. Hon.on [15] 25; Ringgaa,d [20] 21f.)。一方,スウェーデン語,

ノルウェー語などでは, Acoent1と呼ぱれる誠徳単位カミ1音節形の全て(及び2"

節形の一剖D に起り,その他の場介には ACC.2 が起る。そとで,この AO0.1 とデ

語のSが対応tるとか,詞障の桜能をもつとか言われるととろとなる。しかし,上述

のように, Sは1 帯節語の全てどとろか 1音節実質'将の全てに,邑るわけではない。従

つて, S と A舵.1 の歴史的関速性は別として, B舶bづ11 q田)が指摘する通り, S

が'イ丁標'(m訂Red)であるのに対し, ACC.1 は'無標'(onm雛ked)である。

との場合には/0/を認めるべ

4の終の。

(フ).'保守的'易小札口譜とけ、コペンハーゲンを巾心とtる地域で用いられる話しことぱ

の小,午輩の人々Kよって用いられるものである。これは拙論 q27D で" RMI"
ノ、 1」-1

と称したもので,このRM1に対して"RM3"上称ナる話しことばは同地域の比陵

的ネフい川:代で用いられるものである(d. BHnk/L叩d の大X (〔1田))。古'怒i何で,

RM1も RM3 も抵ぽ詞・ーの基娠斉"1をもつカミ, RM3にはRM I{Cはない比岐的遅

い11寺点で適川される付加的規則があろ。その結果,1"薪の最1キ的尖現形が互いに異る

場介がある(cf.巻太「付表1」)。

え薪命でRM1を選ぶ理由は, RM3にのみ適川される規則の晃述を加えると論,義が

必要以上に複雑にな「たり,廻リ界しにくくなったり寸るからで■ろ。

27
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(8).例えば,"んノ[01?],60/d @dj.)[bpl?]では[1]にS が越っているので,/1/

の後に予打,力緜尤くと思1つれる。とれらの語は(iH)のタイプの,11iとは災り, 1仟イ1{了・仟が

/d/であることを示し得る派gリ杉をもたないので,6ν)のタイブと伝H渋,玉子高を設

定tべきである,劉」お,["1?]←/"1V,[bり1司←/bolv。とこ乃で,継署の観察に

よると,綴字 U で1ιわされる獣片の質及び1心上次のよう;ニ'えると、獣力れる."1 の

とき,長母仟なら[゛.](/0ゾ),煽n1音なら[0/0](/0/)。しかし,"1 の後に, d,t,

S という歯(茎)斉字が制K ときは[司(ノ"/)ゾh'1d [h'?],ι"1d [1WI?],た"1t [1WI

?d],町ιt[脚1?d],,"b [P"1?県,0比.従って,"1d のノiは/old/の可能性がない
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わけではない(との点については後に再び述べる)。・一方,ιold の力にはそのよう

な綴字と発下テの以H系は一吻ない。以上,まとめてみると,〔"1?]は<dV または/uld/,

[bpl?]は/bolV となる。どころで,。吾源的には,"1d <ウール>の ld はαのようで

あり(古ソルト"α.叩.英 W卯1,独 W0Ⅱ0),ム0ld <勇敢な,男々しい>はイ氏独語よ

りの借入1吾だが岡'では厶on (OP.英厶old,独 6ωd く開もなく>)で,力しろこちら

の方力VbolV というより/bold/の可介官姓がある!しかし,づい1打拘には/UIV,/bo

H/のように重子寺と十るのが適当であろう。ついでながら,加ld[bPⅡd]<ボール>

は 60ル[bP17心<ポルト>と同じ発庁であることからも力かるよう{C,その綴字とは

関係なく/bolV で島って/bold/ではない。なぜなら,/d/がと十れば打節末/V の

後では発育されない筈であるし,万・、発"されるようなことがあっても[δ]となるは

ナであるから。従うて,ム0ld (odj.)の d に対'応の斉●;は/1/,60ld (.b.)のそれは

/V ということになり,いゴ'れの場介も/d/ではない。(向,末尾一ld の dを 60ld

(●b.)のように発噺司'るのは正・蔀学的1こは(0杙hooP允a11y)例外と苫える。逆に, C

れとそ例外であるが, g"1d, gNル,ψルにはSが起らない。これにつぃては村((12)

で述ぺる。

四ンこれ1うの派11リ杉;Cおける"1リ1'テ化"け、 jω'd-jω'diSた(,加,'d一加,、di'た[no.?"]

・[nwd玲g],0比.)のそれ力辻ヒ,1吹的遅し、11ど点での変化,即ち,/0ゾ→[0.]→[0]の

ような知加1片状・竒化というプロセスを経るのに対し, j'町d-j町dおの方はかなり早

い時ゞ、(での変化, 1Ⅲち,/0ソ→/./→[司のような短川音化上いう変化であると言

えよう。とのような長・加仟化ICついてけJ川の機会に詳しく述べるっもりである。

a0ン'保勺W丁標πt語の場介,寺節末/ヅ(["])及び/d/([δ])の前に現れる長

母音は随意が汎C短河'告状汗化されて尖牙ιナることがある(RM3ではこの短呼仟状音

化は強制的である)。(38),(39)のような場介には,長・灸、i母打状門・の削き分けとい

うかSの生起位識が織庁なのか子古山]なのかを閥き分けることは,それ緑ど容易で

はない(d. P.t0玲on江9])。長緑・音力畝豆継片状肯化されて尖現するとSは(もしあ

れば)後紗訂'仟に移行するが,この移行はSがーつの分節肯索というより仟節にかか

るという特質をもつためであると卜仏n託n (「15129)は言う。この結梁例えば(6)

加d [nφ・?0]<苦悩>が Lnφ0?]のようIC発音されると,との(6)と(27)"φd rn血?]



<木の実>はこの形,即ち,米欠U杉では同町異義語となる(屯效既知形(6)加d即

[nφ・?るon],(27)"づddι"[n血?on]につぃては§ 2.3.4.参熈り。しかし,(39)ム画'S

[b伽?.]対'(4D 6山'st[b鴨郡d]のように,長・短という寺長による・庁鹸約対立がそ

のまま蔀声的にも音長の扣異によって尖現されるというわではなくても,鐸汗状f1の

質, Sの有無等によってその音瀬的対立が寺声的{こ示される場合もあるbけである。

(Ⅱ):アルファベットの読み力で,欠ι1示行(状音)十子下邪q冬るもの、ま,たとえその

・f↑'テが有j曾であっても S をとらない. J [jP6],ι[EI], A4 [εm], N I En], R [a"]、

方,母育に終るものは(全て単f〒節j杉で) S をとる. A [記・?], B [bo・?],0比

この他,一形允噺舌とは言えないが,動詞命令形加机![1Wn゛はSをとらない(叩

同過去形加机[k9m?D。羽ル司命令形では,強古節巾の長恐・仟状片及び短村ゴ1状庁後の

イbU子音状下〒に必ずSが越るが,例外が2i'あるゾ即沈及びg血ソ「gm■1(d.誘1(13))。

a3).命令形 gφr!1g促司はS をとらない(d、詮(Ⅱ))。この他,や{より町幻形態語

ではないが(従って,現在諭議中の庶形または語忰に関する規則を適用した後でのプ

ロセスとオ丈る力り,ぞar [vaE](υ影1'e の過去J杉), er BiE], gφ1'〔g【兇Ⅱ], tφr [t鴨H I

(マ〒々"鋤τ,3,ル, hげd'の現.イ劇杉)はJiし寸内強強勢をもつがS をとらない。この他

の単高節不規則過去形(/V で終らなくても良い),及び現在形は多仟節j杉でも, S

a2)./V十丁・弁に終ることによって音斌的S条村コご苗ナ梓も力功吋っらず, Sをとら

ない"1が 2 または 3 iπある.即ら, gN1υ Lgovg01], Sφル[.φU 及び g"1d [g"1」

Han託nq15]3のは,恐らく通時・門誠倫的及び正・寺学的兄地からと,思われるが,これ

らの3語を例外とする。 B部、φⅡの'論文では前2才1のみを伊リfとし, g解d にはー

御触れていない。/Vノに関しては, g"ルの1旦牧j形 g"hι[golvo],叩加から派全の
J

動',,j fω'Sψ1τι[fD鋤1?VO]では[V]で尖現されている。 Guld (CP.共,独 gold)の

場介,・d力Vd/であるととを示し得る屈折形,派生形等は存征しないので(d.gメd改

(odj.)〔gyl?on],英,ぢ虫 gold肌),之甥戊形は/g"1dノではなく/guV と寸べきであ

ろう。そうすれぱ,/V にSが起らないのは不'思議でも例外でもない(叩. Sなしの

101,加1,φ1,0比.). B卵bφⅡは g"1dをこのように扱うつもりなのであろう。しかし,

'(上(8)で lddに関して述べた正弁学的兄地からみれば/gold/の可有を吐がなくはない。

い十れにせよ,"1d とは尖り, guh/はS をとらないので/gulV の可力目性はないとと

Kなろ。向,これら 3'j'の単数既知形における Sについては,§2.3.4.をみよ。

29
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条件を満せぱ,冬々「過去形」及び「現在形Sそう入規則」によって強音節中の厭音

か子音にSが起る。

付表1

(本表は,郡」号 ldun

RM1及びRM3における長・短母音の分布

Ⅱ,1974, P.5 に示した「表2」の誤りの訂正も兼ねる。)

RM I

長母斉の実現形

1子誹き

/i(.)ノ

/e(.)/

/ε(.)/

/a(.)/

y: y:

XXXNRXXRRN

短母音の実現形

y

a

e

(1) 1

(把

y

E

U:

e

y

(φ:)ι

1

0

e^e丁

E

α}:

U

a/a/a3

0

1

/y(.)/

/φ(.)/

/伐(.)/5

0

〔記

a/α/03、

U

(i) 1

0:

0:

e

U:

0

R=h/,-R='片節末h/,しかし,/0(0/,/0(.)/の場合は次庁節頭ノヅも関与的。

N=n部al c0貼.; X=R, N以外;(・ffμi紀号間の)/=「または」。

(、「)

a

0

U

a

a

0

/U(.)/
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E
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2
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0
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1,外来語においてのみ。

2. Ege 1965 によれば〔卯:]はR-[6]に,[E.]はその他の]業境;〔胡は L齡]と[a]

の中間。

3.[a]=X一記m または[denvolvl,〔α]=X-1、1abl},[a]=その他の環境。

[d]=[司と[0]の巾冏,しかし La]の代わりに〔0]を用いる個人もいる。

4.[φ.]はこの畊U却こ現れない筈。 qn]の駒ICは絶対現れない(B細b4Ⅱ,[2]P.192))。

5,ノ化/は一部の個人に現れる。即ち,[φ]と[伏]の両者をもつ個人に。

6.[0]は外米語{こおいてのみ現れ,その場合,全ての環境に現れ剣、る。

フ.[P]=[0]と[D]の中冏,円屍悶:は強くない。

RM 3

X

長珂,了の突現形

1'・・'1・・1_111t111_
ー_1.- LI、1、■、1Lじli
ι蛇:紀: 1 碕:(1、)(T)

ノ 剣L川 RNX R I
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1

f〒,k

y

L叫L脚^_川L叩L~

短赴音の実現形
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0:

a/nι

0

U

00 )
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外来語にのみ,しかし,その場合,[0]は全ての環境に現れ得る。

[司=[記]と[司の中闇。

音節末/r/と融合した形。

[a]= X-.er0 または[denvalv];[a]=その他の環境。

[0]=強強勢をもつ語末音節(h/と融合)または次音節頭/V の前;[ω]その他

の環境(h/と融合)[D]=強強勢をもつ語末音節(h/と融合)または次音節頭

/r/の前;[D]その他の環境(/ヅと融合)

/鴨ノは分析の仕方によって設定されることがある。

僅かな円辱性がある。

2

7

6

3
 
4
 
5
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